
全国水生生物調査の概要  
 川の中には様々な生きものが住んでいますが、特に川底に住んでいる生きものは、過去から調査時点までの長
い時間の水質の状況を反映したものであり、どのような生きものが住んでいるかを調べることにより、その地点の
水質の程度を知ることができます。この調査は、適切な指導のもとの、小学生、中学生、高校生、一般の人々のだ
れもが簡単にできるようになっています。 

 

利根川水系鬼怒川（H17.7.11) 

十勝川水系十勝川（H17.9.5) 

本調査では、河川に生息する水生生物のうち、①全国各地に
広く分布し、②分類が容易で、③水質に係る指標性が高い、
30種を指標生物としています。 
河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分類を行い、地点
毎に、Ⅰ（きれいな水）、Ⅱ（少しきたない水）、Ⅲ（きたない水）、
Ⅳ（大変きたない水）の４階級で水質の状況を判定しています。 

調査方法 水質階級と指標生物 

【参考１】 



平成22年度 全国水生生物調査（一級河川）の状況 【参考２】 

全国水生生物調査（一級河川） 主な地点の調査結果 

 平成22年度一級河川の全国水生生物調査では、夏休み期間を中心に、小中学校や市民団体等456団体、
14,936人の多数の参加を頂き、539箇所の調査地点数となりました。参加者数の多い都道府県は、北海道、福島
県、熊本県等でした。 

揖保川水系揖保川（H22.8.28) 

天塩川水系幌延旧川（H22.9.7） 

信濃川水系千曲川(H22.8.26） 
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